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世代・普應国師

世代・天輪智門

、

。

、

第1世

三室和尚

終
り
で
す
。

前
に
し
よ
う
と
、

工
藤
の
婆
さ
ん
と

て
か
ら
で
す
の
で
、

学
校
の
勉
強
は

め
ま
し
た
。

お
経
は
、

安
住
寺
に
来

　
和
尚
は
、

数
年
前
に
軽
い
脳
梗
塞

い
言
語
障
害
が
あ
り
ま
し
た
。

性
格

　
最
初
に
習
っ

た
の
が
朝
課
の
お
経

で
す
。

二
日
後
に
は
、

初
め
て
の
葬

昭
和
三
年
十
月
間
宮
老
師
が
安
住
寺
来
訪

右
よ
り
二
人
目
が
玄
海
和
尚

、
天
心
居
士

養
徳
寺
和
尚

、
玄
道
和
尚
他

安 住 寺

矢 野 玄 徳閑栖

安
住
寺
に
戻
る
ま
で
は
、

元
方
広
寺

斎
会
日
程

参
列
し
厳
修 編集

焼
失
す
る
大
災

世
寿
七
八
歳
。

十
年
間
の
薫
陶
で
し
た
。

臘
八
大
接
心
の
最
中
に
和
尚
は
遷
化
。

が
足
り
な
い
為
で
す
。

翌
年
の
秋
頃
よ

し
ま
し
た
。

安
住
寺
住
職
に
な
る
資
格

正
眼
僧
堂
に
掛
搭
。

一
年
で
暫
暇
し
、

病
に
尽
く
し
ま
し
た
。

十
二
月
五
日
、

り
和
尚
は
病
床
に
臥
し
、

妻
桂
子
が
看

結
婚
。

四
十
六
年
、

万
寿
寺
へ
再
掛
搭

始
ま
り
ま
し
た
。

六
十
八
歳
。

炊
事
役
の
工
藤
ケ
サ
ヲ

さ
ん
（

六
十
代
）

と
三
人
の
生
活
が

護
司
等
も
努
め
信
望
が
篤
く
、

温

を
患
っ

て
い
て
、

杖
を
使
う
の
と
軽

本
堂
だ
け
は
何
と
か
再
建
出
来
て
、

安

関
わ
ら
ず
、

檀
信
徒
の
協
力
も
あ
っ

て 大内・藤原満家の仏事にて　S40.9

　
昭
和
四
十
年

一
月
に
は
、

本

海
和
尚
の
弟
子
に
な
り
ま
し
た
。

中

い
、

明
治
二
十
七
年
十
二
月
十
日
西
国

花園臨済大学在学中

僧名は金石禅聰

朝
課
、

拭
き
掃
除
。

外
が
明
る
く
な

桃源

る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

夜
は
、

九

和
尚
が
相
談
し
て
決
め
た
そ
う
で
す
。

私

時
の
開
枕
諷
経
を
終
え
、

和
尚
に
「

に
在
錫
中
。

私
が
入
門
す
る
時
に
は

今
ま
で
で
一
番
出
来
の
良
か
っ

た
名

父
で
古
野
の
清
水
寺
住
職
安
辺
興
道
和

　
第
十
五
世
玄
海
禅
聰
和
尚
の
略
歴

合
般
若
林
、

花
園
臨
済
大
学
へ
進
学
し

と
な
り
ま
し
た
。

学
業
は
、

京
都
の
聨

尚
の
導
き
で
安
住
寺
梁
州
和
尚
の
弟
子

東
郡
三
浦
村
に
出
生
。

九
歳
の
時
、

叔

っ

て
か
ら
門
前
の
掃
除
で
す
。

五
時

難
が
起
き
、

晩

堂
他
、

諸
堂
を

　
朝
は
早
く
、

五
時
に
起
き
て
晨
鐘

頂相を依頼するために撮
った写真。S42.11（73歳）

大
正
七
年
大
徳
寺
専
門
道
場
に
掛
搭
。

大
い
に
推
測
で
き
ま
す
。

年
に
な
っ

て
大

変
な
苦
労
を
す

ま
し
た
。

し
か
し
、

厳
し
い
時
代
に
も

二
の
次
状
態
で
し
た
。

で
良
い
縁
が
無
か
っ

た
と
の
理
由
で

令
和
三
年
十
一
月
九
日
　
十
一
時

回
顧

松
平
氏
が
杵
築
を
治
め
る
よ
う
に
な
り

寺
町
に
安
住
寺
も
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

出
頭
　
部
内
・
近
隣
・
縁
故
寺
院

は
、

基
本
的
に
は
温
厚
な
人
で
す
が

あ
り
ま
し
た
。

時
に
は
カ
ッ

と
な
っ

て
怒
る
こ
と
も

号　外安住寺だより

派
管
長
の
間
宮
英
宗
老
師
に
随
侍
し

支
や
台
湾
へ
も
布
教
活
動
に
随
行
し

三先師合斎会特集

京
都
の
仏
教
会
館
（

山
口
玄
洞
居
士

た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

の
寄
進
で
設
立
）

で
の
活
動
や
、

南

号　外

安住寺だより　号外

禅の心
発行

導
師
　
萬
寿
寺
閒
関
窟
老
大
師

と
に
な
り
、

二
十
数
名
の
雲
水
と
同

（

妙
心
寺
派
）

へ
入
り
、

八
年
に
住

方
で
戦
死
。

玄
規
士
は
萬
寿
寺
僧
堂

儀
が
有
り
、

玄
道
和
尚
と
三
人
で
務

苦
労
の
絶
え
な
い
一
代
だ
っ

た
か
も

先
住
玄
道
和
尚
が
遷
化
す
る
な
ど
、

　
昭
和
四
十
年
一
月
に
は
、

本
堂
、

総代世話人一同と　和尚の右に玄規、玄徳、玄孝

当
り
、

併
せ
て
中
興
開
山
三
室
和
尚
三

　
こ
の
度
、

玄
海
和
尚
の
五
十
回
忌
に

翌
年
、

川
島
昭
隠
老
師
が
美
濃
太

　
　
　
　
　
〈

前
ペ
ー

ジ
の
続
き
〉

田
市
伊
深
の
正
眼
寺
へ
転
住
す
る
こ

和
で
立
派
な
師
匠
で
し
た
。

市
仏
教
会
長
、

民
生
児
童
委
員
、

保

　
私
は
、

昭
和
三
十
八
年
四
月
に
玄

五
年
姫
路
市
網
干
区
の
名
刹
龍
門
寺

後
任
と
決
め
て
い
た
森
玄
秀
師
は
南

玄
海
和
尚
と
の

今
の
よ
う
な
城
下
町
の
区
割
り
が
出
来

後
の
任
に
当
り
、

寺
を
青
年
学
校
に

く
日
本
は
戦
争
に
突
入
。

和
尚
は
留

　
安
住
寺
住
職
に
就
任
後
、

間
も
な

小
僧
が
一
人
も
居
な
い
状
態
で
し
た

提
供
。

弟
子
も
多
く
養
育
し
た
が
、

に
起
き
て
も
学
校
に
は
時
々
遅
刻
す

1710

1718

1734

雪窓

第３世

に
遷
化
し
て
い
ま
す
が
、

上
記
の
年
譜

た
事
だ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

っ

て
い
ま
す
。

詳
細
な
記
録
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、

難
儀
を
さ
れ
た
こ
と
だ
け
は

第４世

第５世

第６世

　
玄
海
和
尚
は
、

幼
名
金
石
太
六
と
言

無
く
な
っ

て
か
ら
の
再
建
は
大
変
だ
っ

第
四
世
の
月
叟
和
尚
は
、

享
保
三
年

第13世

1965

1876

旧観音堂建立

月叟

梅芳

陀山

嘉永5年9月23日

三室

経過

第12世

第14世 玄道

雪渓第２世

中　興

第９世

碩門

三
室
和
尚
が
中
興
開
山
と
な
り
ま
す
。

す
。

大
檀
越
で
あ
る
木
付
氏
の
支
え
が

六
一
～
）

か
ら
の
記
載
が
増
え
て
い
ま

寺
の
過
去
帳
に
は
、

寛
文
年
間
（

一
六

1702

350年

無準師範の頂相入手

1740

月叟和尚

の
と
お
り
百
年
間
に
七
名
の
住
職
が
代

没年 西暦

創建開山 佛山正眼 不詳

詳細不詳・三時回向

世代・真如高巌西堂

備考

開山 聖一国師 弘安3年10月17日 1280

開基 弘安８年2月18日 1285

世代 法号

詳細不詳・三時回向

詳細不詳・三時回向

木付親重

元和8年（1622）人畜改帳に住職
61歳、弟子外5名等の記載有り

世代・名不詳

詳細不詳・三時回向世代・希渓西堂

安住寺世代年譜

正保年間（1644～）

文禄の役（1593）

1671

安住寺創建

正元元年（1259）

寛文11年

文和2年（1353）梵鐘

1761

1786

1852

1828

第７世

第10世

瑞岩

大泉

大典

天正14年島津の来襲

により安住寺焼失

第15世

梁州

玄海

寛政3年（1791）

尾張一宮出身

鴨川・西家出身

第８世 天明6年6月17日

明治9年1月生

1892

文化6年（1810）

1907

1972

1890

明治40年9月13日

昭和47年12月5日

檀
信
徒
有
志

安住寺姓を名乗る

綾部家の出　村上天心

等多くの作品を遺す

玄海和尚

　
そ
の
後
、

正
保
年
間
（

一
六
四
四
～
）

ま
い
ま
し
た
。

嫌
疑
に
よ
り
、

お
家
没
収
と
な
っ

て
し

により木付氏滅亡

松平氏杵築入部によ

り寺町に寺院再興す

城内より秘仏観音を

本堂再建

観音寺に遷座する

303年経過

本堂・庫裏焼失

　
安
住
寺
は
、

開
山
聖
一
国
師
、

初
代

え
が
有
っ

て
、

今
日
が
有
り
ま
す
。

夫
々
歴
代
和
尚
の
護
持
と
檀
信
徒
の
支詳細（本文）

庫裏新築（現存）

と親交し開山堂建立

本堂襖・釈迦三尊像

安
住
寺
の
副
住
職
に
な
る
も
、

昭
和

職
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
十
四
年
に

専
門
道
場
に
転
錫
。

大
正
十
四
年
に

位
牌
堂
、

観
音
堂
を
焼
失
。

続
い
て

知
れ
ま
せ
ん
。

他
方
、

宗
会
議
員
や

昭和41年12月　本堂再建後の決算報告会　

　
十
年
間

お
休
み
さ
い
」

の
挨
拶
で
、

一
日
が

学
校
三
年
生
の
時
で
す
。

和
尚
は
、

会
と
な
り
ま
す
。

当
然
の
こ
と
で
す
が
、

中
興
と
四
世
和
尚
は
、

久
方
振
り
の
斎

　
私
の
僧
名
「

玄
徳
」

で
す
が
、

何

年
遠
諱
を
厳
修
す
る
こ
と
な
り
ま
し
た
。

百
五
十
年
、

第
四
世
月
叟
和
尚
の
三
百

10月16日

の
文
禄
の
役
で
、

木
付
十
七
代
統
直
が

い
伽
藍
を
焼
失
。

続
い
て
一
五
九
三
年

島
津
藩
の
豊
後
攻
め
の
折
、

兵
火
に
遭

れ
ま
し
た
が
、

天
正
十
四
年
（

一
五
八
六
）

人
も
小
僧
を
育
て
た
の
に
、

そ
れ
ま

し
く
本
名
に
も
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

に
は
、

勿
体
な
い
名
前
を
頂
き
、

厚
か
ま

る
こ
と
に
な
り

堵
し
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

家
臣
を
率
い
て
出
兵
し
た
が
、

秀
吉
の

を
洗
う
の
が
日
課
で
し
た
。

卒
業
後
、

　
短
大
時
代
、

帰
省
す
る
と
和
尚
の
体

閻界

第11世

8月27日

元禄15年
10月11日

文政11年
3月27日

宝永7年5月14日

享保3年8月13日

享保19年6月7日

元文5年2月7日

宝暦11年6月27日

げっそう

明治25年
10月9日

昭和40年
1月27日

木
付
親
重
公
の
開
基
に
よ
っ

て
創
建
さ

明治23年


